
　11月13日、春日まちづくり支援センター「ぶど
うの庭」で、「第8回であい祭」が行われました。
　さまざまな市民活動との出会いと交流を深める
ことを目的に開催されているこのイベント。今年は
同センターが設立5周年を迎えることから、「あり
がとう」をテーマに、ちんどんパフォーマンスや感
謝の気持ちのもちつきなどを行いました。
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歳入
286億2125万円

一般会計
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平成21年度

決  算

平成21年度の市の決算がまとまりましたので、
その概要をお知らせします。

　歳入全体では、平成20年度に比
べて23億2039万円（8.8%）の増額
となりました。財源構造から見た
場合、自主財源が152億1842万円
（53.2％）、依存財源が134億283
万円（46.8％）となっています。自
主財源率は20年度から5ポイント
減少しており、国や県に依存する
割合が増加しました。
主な増減内容（金額は対前年度比）
▶市税　3億254万円減
景気後退の影響により、個人
市民税が減収しました。

▶国県支出金　16億2677万円増
　定額給付金、生活保護費に伴う
もののほか、国の経済対策に係る
交付金などが増加しました。
▶市債　6億3300万円増
　臨時財政対策債（地方交付税
では補えない収支不足分を確保
するための、国の施策による借
入）が増加しました。

（　）内は平成 20年度

※　「実質収支額（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

4億5053万円（    2億8415万円）

5億9230万円（    7億3283万円）

280億2895万円（255億6803万円）

歳入額 286億2125万円（263億　86万円）

歳出額

差引額

実質収支額（純黒字額）※

　歳入においては、景気後退に伴い税収が減少したものの、地方交付税、国県支出金、市債などの増加により、
総額は前年度を上回りました。
　歳出においては、第４次総合計画の将来像の実現に向けた実施計画などを勘案しつつ市民ニーズを把握する
とともに、予算の必要性や事業効果を見極めながら、効率的、効果的な予算執行に努めました。
　その結果、平成 21年度は 4億 5053 万円の黒字となり、22年度に繰り越しました。

　目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

家計
簿

春日市の

市の行政運営の基本的な経費を扱う会計です。

諸収入
県受託事業費や
各種教室受講費など
7 億 6594 万円　2.7％

個人・法人市民税、
固定資産税など
118 億 1260 万円
41.3％

市税

前年度からの繰越金や他会計
からの繰入金など
15 億 7741 万円
5.5％

繰入金・繰越金など

使用料・手数料など
市営住宅の家賃や保育料、
公共施設の賃料など
10 億 6247 万円　3.7％

全国どこでも必要最小限の
行政サービスが受けられるよう、
国が交付するお金
37 億 7642 万円
13.2％

国県支出金
特定の事業のために
国や県が交付するお金
63 億 4714 万円
22.2％

地方譲与税など
国や県が徴収した税金の
一部を市に分配するもの
14 億 1577 万円
4.9％

市債
大きな事業を行うための
借入金
18 億 6350 万円
6.5％

市が自主的に調達できるお金
152 億 1842 万円
53.2％

自主財源
国や県からの
交付金や借入金など
134 億 283 万円
46.8％

依存財源

生活保護費や児童手当、
障がい者への給付費など
56 億 5578 万円
20.2％

地方交付税



歳出（性質別）
280億2895万円

土木費
8.8％

0 20 40 60 80 100

民生費
34.5％

総務費
14.6％

公債費
13.0％

教育費
12.4％

衛生費
10.9％

その他
5.8％

区分 目的 歳出額 対前年度増減額 伸び率
民生費 子どもや高齢者、障がい者などの福祉の向上のため 96億7540万円 1億4286万円 1.5％
総務費 行政運営や戸籍、徴税のため 41億  223万円 13億1441万円 47.1％
公債費 長期借入金の返済のため 36億2683万円 ▲3億2818万円 ▲8.3％
教育費 教育や文化、スポーツ振興のため 34億7585万円 3億3116万円 10.5％
衛生費 健康づくりやごみ処理などのため 30億6450万円 5億4676万円 21.7％
土木費 道路や公園などの建設や補修のため 24億7458万円 4億5085万円 22.3％
その他 議会や消防、産業振興のため 16億  956万円 306万円 0.2％

合計 280億2895万円 24億6092万円 9.6％

■構成比
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平成21年度 決算

歳出を目的別にみると…

　歳出全体では、平成20年度に比べて
9.6％（24億6092万円）の増額となり
ました。これは、国の経済対策や生活支
援施策に伴い実施した事業が増加した
ことが主な原因です。
　なお、性質別分類では、「どのような
用途にいくらの経費が支出されたか」
が分かります。
主な増減内容（金額は対前年度比）
▶義務的経費　4億4913万円減
　減少した主な要因は、職員数の減、
職員給与額の減、退職者数の減に伴
う退職手当の減などです。
▶投資的経費　1億7432万円増
　主な増加の要因は、春日中学校屋
内運動場改築事業費、道路、側溝など
の整備費などによるものです。
▶その他　27億3573万円増
　主な増加の要因は、学校ICT事業
費、定額給付金給付費、国民健康保険
事業への繰出金の増加などによるも
のです。

主要な事業例（金額は平成21年度分）
▶民生費
生活保護費　17億4145万円
▶総務費
定額給付金　15億4064万円
▶教育費
春日中学校屋内運動場改築　3億8153万円
▶衛生費
塵
じんかい

芥収集費　6億1295万円
塵芥焼却処理費　4億9179万円

　目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

人件費
職員給与や議員報酬など
42 億 3459 万円
15.1％

毎年必ず支出が必要となる
固定的な経費
135 億 1718 万円
48.2％

義務的経費

生活保護費や児童手当、
障がい者への給付費など
56 億 5578 万円
20.2％

扶助費

公債費
借入金の返済
36 億 2681 万円
12.9％

投資的経費

普通建設事業費
道路や学校などの建設費など
18 億 5881 万円
6.6％

災害復旧事業費
ゲリラ豪雨による災害の復旧費
1723 万円　0.1％

126 億 3573 万円
45.1％

その他経費

物件費
光熱水費や施設の維持管理、
事務用品購入費など
39 億 7301 万円
14.2％

補助費など
各種団体などへの補助金や
負担金など
49 億 6559 万円
17.7％

その他
維持補修費や積立金、
他会計繰出金
36 億 9713 万円
13.2％

将来に残るものに
支出する経費
18 億 7604 万円
6.7％



一部事務組合
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※1　筑紫地区介護認定審査会事業特別会計は、筑紫地区4市1町がそれぞれ介護保険事業特別会計から負担金を支出し運営しており、21年度
の春日市の負担金額は1294万円です。

※2　下水道事業会計の資本的収支の不足分は、内部留保資金で補てんしています。

一般会計からの繰入金
　特別会計の財源不足のうち、一般会計で負担することが認められている経費については、一般会計からの繰り入
れを行いました。

　一部事務組合は、市単独で行うよりも、複数の市町村で実施する方が効率的、効果的な事務について広域処理す
るために設置されています。
　春日市が負担金を支出している一部事務組合の決算収支の状況は下表のとおりです。

会計区分 歳入総額
❶

歳出総額
❷

差引額
❶−❷

春日市負担金
❹

春日大野城衛生施設組合
　し尿、不燃物の処理など ８億9749万円 8億3551万円 6198万円 3億9181万円

春日・大野城・那珂川消防組合
　消防に関する事務など 21億6895万円 21億4251万円 2644万円 8億2853万円

筑慈苑施設組合
　火葬場の運営など 6億2110万円 6億  263万円 1847万円 8173万円

福岡県自治振興組合
　市町村職員の研修など 2億2571万円 2億1708万円 863万円 150万円

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
　非常勤消防団員に係る災害補償に関する事務など 9910万円 9866万円 44万円 73万円

筑紫自治振興組合
　筑紫地区地域活動支援センターつくしぴあの運営など 4929万円 4351万円 578万円 1004万円

福岡都市圏南部環境事業組合
　可燃ごみの処理施設設置に関することなど 4億1306万円 3億  838万円 1億  468万円 5454万円

福岡県後期高齢者医療広域連合
　後期高齢者医療制度の事務など 59億4547万円 58億1622万円 1億2925万円 5億3445万円

※　上水道事業を行う「春日那珂川水道企業団」の決算状況については、同企業団のホームページなどで公開しています。

※ 2

会計区分 歳入（収入）
❶

歳出（支出）
❷

差引額
❶−❷

一般会計から
の繰入金

国民健康保険事業特別会計
　国民健康保険の運営のための会計 95億5541万円 92億6186万円 2億9355万円 9億9327万円

老人保健医療事業特別会計
　老人医療の運営のための会計 2519万円 2486万円 33万円 1774万円

後期高齢者医療事業特別会計
　後期高齢者医療の運営のための会計 8億9874万円 8億6235万円 3639万円 1億5870万円

介護保険事業特別会計
　介護保険運営のための会計 42億3618万円 41億8859万円 4759万円 6億1996万円

筑紫地区介護認定審査会事業特別会計
　介護認定審査事務を行うための会計 6021万円 6021万円 0 ー※1

土地取得事業特別会計
　公共用地先行取得事業のための会計 2億  773万円 2億  773万円 0 2億  772万円

下水道事業会計
　下水道の管理・運営のための会計

収益的
収支 20億6651万円 19億  672万円 1億5979万円

5億6529万円資本的
収支 10億3776万円 17億8281万円 ▲7億4505万円

特別会計 特定の事業を行うため一般の歳入歳出と区分して処理する会計です。
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市債

　市債は、道路や公共施設などをつくるために借り
入れた借金です。
　一般会計における市債の発行額と残高の推移は次
のとおりです。

基金

　基金は、特定の目的のために資金の積み立て（運
用）などを行う市の預金です。そのうち財政調整基金
は、予期しない収入の減少や支出の増加に備えるた
めの積立金です。
　21年度は団塊世代の退職者への退職金支払いな
どのために、「職員退職手当基金」の一部を取り崩し
ました。
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臨時財政対策債残高
市債発行額
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依然厳しい財政運営　経常収支比率 97.3％（平成 20 年度　101.1％）

　「経常収支比率」は、財政構造の弾力性
を表す指標で、地方税や地方交付税など
毎年収入される一般財源に対する、毎年
固定的に支出される経費の割合です。こ
の割合が高いほど投資的な経費に充てる
余裕がなく、財政運営が厳しい状態とい
えます。
　本市の経常収支比率は、前年度から3.8
ポイント改善し97.3%になりました。要
因としては、地方交付税や臨時財政対策
債などの収入が増えたことに加え、人件
費や公債費などの経費の縮減によるもの
です。
　しかしながら、依然として高い比率となっており、さらなる歳入確保と、経常的な経費縮減の必要があります。
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春日市
類似団体

※1　類似団体とは、全国の市の中で春日市と人口・産業構造が類似した団体を指します。県内では飯
塚市、大牟田市、県外では東京都武蔵野市、国分寺市、多摩市などが類似団体になります。
※2　類似団体の21年度数値はまだ公表されていません。

問い合わせ先　財政課 財政担当　 （584）1111　 （584）1145
　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

※　平成21年度のより詳しい内容については「主要な施策の成果」としてホームページなどで公開しています。

■市債発行額と残高の推移（一般会計）

■基金残高の推移

■経常収支比率の推移

春日市の財政状況
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（１）職員数　420人（うち女性146人）　　　　　　　　　
（平成22年4月1日現在）

１　職員の任免と職員数の状況

　春日市の職員数や給与の状況、勤務条件など、
人事行政の運営などの状況をお知らせします。

春日市は、民間委託などの行政改革に積極的に取り組んできた結果、
少数の職員で効率的な行政運営を行っていることが特徴です。

任命権者別職員数	

注　普通会計の職員数は、特別職（市長、副市長）および

公営企業等会計部門の職員（下水道・国民健康保険・

老人保健医療・介護保険・後期高齢者医療の業務に従

事する職員）を除くすべての職員数です。

職種
（採用職種）

平成21年度 平成22年度

採用者数 退職者数 採用者数

一般事務 14（7）人 		18（0）人 13（5）人

保健師 2（2）人 − −

保育士 − 		4（4）人 −

技能労務職 − 		1（1）人 −

合計 16（9）人 23（5）人 13（5）人

（２）採用者数と退職者数

※　（　）内は、女性の人数の内書き

春日市 Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ市

3.6人 4.1人 4.3人 4.3人 5.7人

※　人口に対する職員数（普通会計）は、春日市が全
国の市町村で最少となっています。

近隣他市との職員数比較
普通会計における人口1000人当たりの職員数	

２　職員の給与の状況

（注）1. 職員の給与とは、給料と諸手当の合計額です。

2. 給料は、職務の種類と内容、職責に応じて条例で定

められた給料表に基づく額が支給されます。

3. 諸手当は、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当

など、該当する職員に条例で定められた算定方法に

基づく額が支給されます。

※　平均給与月額には、諸手当のうち期末手当およ

び勤勉手当は含まれません。

区分 一般行政職 技能労務職

初任給

大卒 17万2200円 ー

短大卒 15万5700円 ー

高卒 14万4500円 14万1900円

平均年齢 41.4歳 56.3歳

平均給料月額 32万4748円 39万2253円

平均給与月額 39万3285円 42万125円

職員の給与の状況（平成22年度）

　平成 21年度の退職者23人の補充として、平成22年度

に 13人を採用しました。

（総務省自治行政局「類似団体別職員数の状況（平成21年
4月1日現在）」から作成）

区分　
職員数 対前年

増減数平成21年度 平成22年度

議会事務局 6人 6人 −

市長事務部局 341人 328人 ▲ 13人

教育委員会事務局 77人 80人 3人

選挙管理委員会事務局 2人 2人 −

監査事務局 3人 3人 −

農業委員会事務局 1人 1人 −

合計 430人 420人 ▲ 10人

「平成22年地方公務員給与実態調査」から作成

お知らせします
春日市人事行政の運営などの状況

お知らせします
春日市人事行政の運営などの状況
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（１）勤務時間（平成22年度）

３　職員の勤務時間、その他の勤務条件
①1週間の勤務時間　

　38時間45分（1日当たり7時間45分）

②勤務時間の割り振り

　基本的な勤務時間		午前8時30分から午後5時まで

　（休憩時間　午後0時15分から午後1時まで）

　※　施設などにおける変則勤務あり。

項目 平成20年度 平成21年度

職員1人当たりの
平均年次有給休暇取得日数 12.6 日 11.3 日

（２）休暇
　休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇、

組合休暇があります（無給の休暇を含む）。

　懲戒処分とは、職員に職務上の義務違反や公務員として

ふさわしくない非行がある場合に、公務における規律と秩

序の維持を目的に行う不利益処分のことをいいます。

区分 休職 降任 免職 合計

人数 10人 0人 0人 10人

　分限処分とは、職員が疾病などのためにその職責を果た

せない場合などに、公務能率の維持およびその適正な運営

の確保を図るために行う不利益処分のことをいいます。

４　職員の分限および懲戒処分の状況
（１）分限処分（平成21年度） （２）懲戒処分（平成21年度）

区分 戒告 減給 停職 免職 合計

人数 0人 1人 0人 0人 1人

　職員には、地方公務員法により、法令および上司の職務上

の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、

職務に専念する義務、政治的行為の制限、争議行為の禁止、

営利企業などの従事制限など、服務上の義務などが課せら

れています。

５　職員の服務の状況
（１）服務上の義務など

（３）営利企業などの従事の許可状況

　職員の職務に専念する義務の特例に関する条例により、

研修を受ける場合、厚生に関する計画の実施に参加する

場合などに職務に専念する義務が免除されることがあり	

ます。

（２）職務に専念する義務の免除の状況

項目 平成20年度 平成21年度

職務に専念する義務の免除 205件 172件

項目 平成20年度 平成21年度

育児休業取得者数
男性 0人 0人

女性 12人 15人

育児部分休業
取得者数

男性 0人 0人

女性 2人 2人

（３）育児休業

　職員は、営利企業の役員になったり、報酬を得て事業や

事務に従事したりすることはできません。

　ただし、職務の遂行に支障や影響がなく、地方公務員とし

ての信用を傷つけるおそれがない場合は、許可されること

があります。　

項目 平成20年度 平成21年度

営利企業などの従事の許可 4件 5件

※　変則勤務の職場などを除く。

お知らせします　春日市人事行政の運営などの状況

7
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　職員の共済制度は、福岡県市町村職員共済組合に加入し、

共済組合が短期給付（医療）、長期給付（年金）、福祉事業（健

康保持増進事業、貸付事業など）を行っています。

（4）公平委員会の状況

　職員は、全体の奉仕者という立場から労働基本権の一部

が制限されています。このため、中立的な機関である公平

委員会に対して、身分上および経済上の権利・利益の保護を

求めることができるようになっています。

　平成21年度については、適正な勤務条件の確保に関する

「勤務条件に関する措置要求」、および身分保障を確実にす

るための「不利益処分に関する不服申立て」はありませんで

した。

（5）公務災害・通勤災害の状況（平成21年度）　

　職員が、公務中または通勤中に被災した場合は、その災害

によって受けた傷病について治療費などが補償されます。

（１）職員の研修の状況（平成21年度）

６　職員の研修の状況・勤務成績の評定の状況

区分 主な内容・派遣先 コース・回数 受講人数

自主開催研修 管理職（評価者）研修、文書事務研修など 		9コース			（33回） 延べ740人

派遣研修 福岡県市町村職員研修所、市町村職員中央研修所など 86コース			（86回） 延べ166人

合計 95コース（119回） 延べ906人

（２）勤務成績の評定の状況

　職員の日常の仕事ぶりや勤務態度を通じて、勤務成績を評価し、昇任や配置などの人事管理に活用しています。

　また、平成21年度は、組織の業績向上と人材育成を目的とする新たな人事評価制度を導入しました。

　総事業費　385万5000円

７　職員の福祉などの状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員の保健、元気回復その

ほか厚生に関する事項を計画的に実施しています。

　職員互助会は、会員の福利厚生に関する事業の実施や相

互扶助、親
しんぼく

睦を図ることを目的としており、会員の掛金と市

助成金で運営しています。

主な事業　①福利厚生事業②慶弔給付事業③貸付事業

区分 平成21年度決算 平成22年度予算

会員の掛金 854万円 842万1000円

市の助成金 870万7000円 757万9000円

※　平成22年度から慶弔給付事業を市の助成金対象外と

しています。

（2）職員の健康管理

　職員の健康を確保するため、健康診断を実施しています。

平成21年度受診者数 413人 区分 件数

公務災害 2件

通勤災害 0件

　問い合わせ先　総務課人事担当
　　　 （584）1111　 （584）1145

　　　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

（１）職員互助会

（３）共済制度

予算、決算の状況

お知らせします　春日市人事行政の運営などの状況
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火
災
に注

意

　
冬
は
乾
燥
し
や
す
く
、特
に
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　自
分
の
、そ
し
て
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
習
慣
を
身
に
付
け
、

対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
防
ぐ
３
つ
の
習
慣

①
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、必
ず
火
を
消
す

て
ん
ぷ
ら
油
は
加
熱
し
続
け
る
と

15
〜
20
分
で
発
火
し
ま
す
。コ
ン
ロ

使
用
中
の
訪
問
応
対
や
長
電
話
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

②
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
や
め
る

寝
タ
バ
コ
は
火
災
の
原
因
の
第
３

位
で
す
。ベ
ッ
ド
や
布
団
で
の
喫
煙

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る

洗
濯
物
が
乾
き
に
く
い
な
ど
の
理

由
で
衣
類
を
室
内
に
干
す
と
き
は
、

火
の
元
か
ら
離
れ
た
場
所
に
干
し
ま

し
ょ
う
。 

命
を
守
る
４
つ
の
対
策

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
、住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
だ
設
置
し
て
い

な
い
人
は
、早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

②「
防
炎
品
」を
使
用
す
る

寝
具
、衣
類
、カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、燃
え
に
く
い
素

材
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

③
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、台
所
な
ど
の
火
の
気
が
あ
る
場

所
で
、す
ぐ
に
手
が
届
く
場
所
に
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
消
火

器
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。古
い
消
火
器
は
業
者
に
依
頼
し

て
回
収
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

④
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

不
審
火
か
ら
住
居
や
身
を
守
る
た

め
、ま
た
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、日
ご
ろ
か
ら
近

所
の
人
と
協
力
し
合
え
る
関
係
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

初
期
消
火
活
動
の
三
原
則

①
早
く
知
ら
せ
る

「
火
事
だ
！
」と
大
声
を
出
し

て
、隣
近
所
に
知
ら
せ
、た
だ
ち
に

１
１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

②
早
く
消
火
す
る

出
火
か
ら
３
分
以
内
が
自
分
で
消

火
で
き
る
限
界
で
す
。消
火
器
だ
け

で
な
く
、毛
布
、濡
ら
し
た
タ
オ
ル
な

ど
身
近
な
物
を
利
用
し
て
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

③
早
く
逃
げ
る

天
井
ま
で
火
が
燃
え
上
が
っ
た

ら
、自
分
で
の
消
火
は
諦
め
、す
ぐ
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。そ
の
際
、子
ど
も

や
高
齢
者
な
ど
を
優
先
し
て
避
難
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

放火
（疑いを含む）
21.9%

コンロ
10.0%

寝たばこ
9.8%

たき火
5.9%

火遊び
3.8%火入れ

3.1%

ストーブ
2.8%

その他
30.6%

不明・
  調査中
   11.9%

　
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
、火
災
を
は
じ
め
と

す
る
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
消

防
団
。災
害
現
場
で
の
活
動
は

も
ち
ろ
ん
、予
防
活
動
に
お
い

て
も
地
域
の
安
心
と
安
全
を
守

り
ま
す
。

　

春
日
市
消
防
団
で
は
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
、地
域
の
た
め

に
何
か
で
き
る
こ
と
を
探
し
て

い
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
女
性
消
防
団
員

の
任
用
も
開
始
し
、現
在
７
人

の
女
性
団
員
が
活
躍
中
で
す
。

　

消
防
団
に
興
味
の
あ
る
人

は
、気
軽
に
道
路
防
災
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
を
守
る
消
防
団

■平成21年中の火災の出火原因

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
防
災
課 

消
防
防
災
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
３



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）内
に
あ
る
西
出
張
所
で

は
、市
民
課
と
税
務
課
の
業
務
の
一
部
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。平
日
は
も
ち
ろ
ん

土
・
日
曜
日
、祝
日
も
一
部
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、平
日
と
休
日
の
業
務
内
容
は
異

な
り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

開
庁
日
時　
平
日
、土
・
日
曜
日
、祝
日（
年

末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

平
日
の
業
務

▽
市
民
課
関
係　
住
民
票
、印
鑑
登
録
、印

鑑
登
録
証
明
書
、戸
籍
関
連
の
証
明
書
、

年
金
の
現
況
届
の
証
明
、外
国
人
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書

▽
税
務
課
関
係　
所
得
証
明
、課
税
証
明
、

非
課
税
証
明
、納
税
証
明（
市
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、滞
納
の
な

い
証
明
）、固
定
資
産
に
関
す
る
証
明

（
評
価
証
明
、公
課
証
明
、資
産
証
明
、無

資
産
証
明
、名
寄
帳
、所
得
税
申
告
用
資

料
）、納
付
証
明（
国
民
健
康
保
険
税
、介

護
保
険
料
）、原
付
バ
イ
ク（
１
２
５
cc

以
下
）の
廃
車
・
新
規
登
録
、税
金
の
受

け
取
り

土・日
曜
日
、祝
日
の
業
務

▽
市
民
課
関
係　

住
民
票
、印
鑑
登
録
証

明
書（
登
録
証
を
持
参
し
た
人
の
み
）、

戸
籍
届
出
書
の
受
領

▽
税
務
課
関
係　

税
金
の
受
け
取
り（
期

限
内
の
納
付
書
を
持
参
し
た
場
合
に

限
る
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

西出張所の業務のお知らせ
土・日曜日、祝日も開いています

西出張所　 （501）1133 （501）0051

民間委託への試行を開始
市民課窓口受付業務

　市民課における窓口サービスの向上と経
費削減のため、試行期間を設け、市民課窓口
受付業務の一部を民間に委託します。
　業務内容は、住民票・印鑑証明書など各種
証明書の申請受け付けおよび発行、住民異
動届（転入・転出・転居など）の受け付け、戸
籍届け出の受け付けなどです。
　市民課では、すでに住民異動に伴う入力業
務などは委託しており、民間の優れた知識や
経験を生かしたサービスが期待されます。
期日　平成23年1月4日㈫〜6月30日㈭
問い合わせ先　市民課受付戸籍担当

（584）1111
（584）1141

20
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人

式
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
式
典
の
ほ
か
、成
人
式

実
行
委
員
の
企
画
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
大
声
大
会
や
お
楽
し

み
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

対
象　
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平

成
３
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人

※　

春
日
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
対
象
者
に
は
、案
内
状
を

12
月
中
旬
に
送
り
ま
す
。

な
お
、春
日
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
な
い
人
で
も
成
人
式

に
は
出
席
で
き
ま
す
。

日
時　
平
成
23
年
１
月
10
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午（
予
定
）

（
開
場
：
午
前
９
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

新
館
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル

（
大
谷
６
ー
24
）

※　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

春日市成人式
成人おめでとう

社会教育課 社会教育担当　 （575）4121 （593）7380
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市
民
図
書
館
で
司
書
業
務
全
般
を
行

う
図
書
館
司
書（
嘱
託
）を
募
集
し

ま
す
。

対
象　
図
書
館
法
に
規
定
す
る
司
書
資
格

を
有
す
る
人

任
用
期
間　
平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成

24
年
３
月
31
日

勤
務
日
数　

週
５
日（
土
・
日
曜
日
、祝
日

勤
務
あ
り
）

勤
務
時
間　

３
パ
タ
ー
ン（
途
中
45
分
の

休
憩
あ
り
）の
交
代
制

▽
Ａ　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
Ｂ　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分

▽
Ｃ　

正
午
〜
午
後
８
時
30
分

勤
務
場
所　
市
民
図
書
館（
大
谷
６
ー
24
）

報
酬　

月
額
17
万
２
０
０
０
円
程
度（
有

給
休
暇
・
社
会
保
険
あ
り
、賞
与
・

交
通
費
支
給
な
し
）

募
集
人
員　
若
干
名

選
考
方
法　
書
類
審
査
の
上
、面
接

応
募
方
法　

平
成
23
年
１
月
10
日
㈪（
消

印
有
効
）ま
で
に
、作
文「
私
が
春
日

市
民
図
書
館
で
や
っ
て
み
た
い
こ

と
」（
８
０
０
字
以
内
）、司
書
資
格

証（
写
し
）ま
た
は
単
位
修
得
証
明

書
、市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
た
も
の
、返
信
用
封
筒（
住

所
、氏
名
を
記
入
し
90
円
切
手
を
張

り
付
け
た
長
形
３
号
封
筒
）を
提
出

す
る（
郵
送
可
）

応
募
先　
市
民
図
書
館（
〒
816
ー
０
８
３
１

大
谷
６
ー
24
）

図書館司書（嘱託）
嘱託職員を募集します

春日市民図書館　 （584）4646 （584）3900

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う

▽
飲
酒
は「
絶
対
に
し
な
い
、さ
せ
な

い
」こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、飲
酒
運
転

の
車
に
は
、絶
対
に
同
乗
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
に
は
、車

を
使
用
せ
ず
、タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
、

電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
な
ど

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

▽「
高
齢
者
へ
の
思
い
や
り
」を
も
っ

て
安
全
な
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、夜
間
・
夕
暮

れ
時
に
外
出
す
る
と
き
は
、明
る

い
服
装
で
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

年末の交通安全県民運動実施中
12月31日㈮まで

道路防災課 道路管理担当　 （584）1111 （584）1143

　12月28日㈫まで、市役所1階ロビーにおい
て、筑紫野警察署管内で発生した交通事故の
写真や、交通安全に関するパネルなどを展示
しています。ぜひ、ご覧ください。

○ごみ収集休み（振り替えはありません）
　12月31日㈮〜平成23年1月3日㈪
○し尿収集休み
　12月29日㈬正午〜1月4日㈫
○自己搬入休み
　▷春日大野城リサイクルプラザ
　　12月30日㈭〜1月3日㈪
※　現在、同プラザで改築工事を行っているため、例年以上
の混雑が予想されます。
自己搬入は、時間に余裕を持って早めに行ってください。

　▷クリーンパーク南部
12月31日㈮午後3時〜1月3日㈪

問い合わせ先　ごみ減量推進課
（584）1111　 （584）1147

パネル展のお知らせ

進捗状況を公表します
次世代育成支援対策

春日市行動計画
　次世代を担う子どもたちの育成支援のため
の行動計画（子ども・子育てにこにこプラン）
の平成21年度進捗状況を取りまとめました。
　昨年度は、新型インフルエンザの流行や天
候不順による事業の中止、参加者の減少もあ
りましたが、65事業中、目標数値を達成して
いる事業が31事業（47.7％）あり、50％以上
達成している事業も61事業（93.8％）となっ
ています。
　詳しくは、情報公開コーナー（市役所2階）
またはホームページで見ることができます。
問い合わせ先　子育て支援課子育て支援担当
　　 （584）1010　 （584）7739

年末年始
ごみ収集などを休みます
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■平成21年度特定健康診査地区別受診率

平
成
21
年
度
特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
が
確

定
し
ま
し
た
。下
表
の
と
お

り
対
象
者
数
１
万
５
０
４
７

人
に
対
し
て
、受
診
者
数
は

２
６
９
２
人
で
、受
診
率
17・

９
％
で
す
。

　

特
定
健
診
は
、40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
人
に
対
し
て
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

保
険
者
が
行
う
健
診
で
、平

成
23
年
２
月
ま
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
、平
成
22
年
度
に
特

定
健
診
の
受
診
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
人
に
対
し
て
は
、

12
月
に
受
診
勧
奨
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。特
定
健

診
を
積
極
的
に
受
け
て
、自

分
の
体
の
状
態
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

特定健康診査を受診しましょう
生活改善と病気の早期発見・早期治療を

国保年金課 国保担当　 （584）1111 （584）1141

地区名 受診者数 対象者数 受診率（％）
泉 82 312 26.3
一の谷 69 369 18.7
大谷 100 531 18.8
大土居 29 197 14.7
岡本 52 330 15.8
春日 71 453 15.7
春日公園 73 402 18.2
春日原北町 47 332 14.2
春日原東町 29 172 16.9
春日原南町 39 214 18.2
上白水 128 806 15.9
小倉 102 534 19.1
小倉東 47 192 24.5
桜ヶ丘 79 502 15.7
大字下白水 9 43 20.9
下白水北 84 520 16.2
下白水南 94 541 17.4
白水池 66 263 25.1
白水ヶ丘 69 395 17.5
須玖北 98 666 14.7
須玖南 101 731 13.8

地区名 受診者数 対象者数 受診率（％）
惣利 101 370 27.3
宝町 39 280 13.9
ちくし台 66 262 25.2
千歳町 56 346 16.2
塚原台 49 249 19.7
天神山 76 505 15.0
昇町 87 568 15.3
伯玄町 6 63 9.5
原町 14 77 18.2
光町 50 296 16.9
日の出町 65 526 12.4
平田台 67 297 22.6
松ヶ丘 124 464 26.7
紅葉ヶ丘西 81 400 20.3
紅葉ヶ丘東 115 505 22.8
大和町 37 212 17.5
弥生 76 453 16.8
若葉台西 68 423 16.1
若葉台東 47 245 19.2
市外 0 1 0
市全体 2692 1万5047 17.9

市
で
は
、乳
幼
児
を
連
れ
て
外
出
し
て

い
る
保
護
者
が
、授
乳
や
オ
ム
ツ
替

え
な
ど
で
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る

設
備
を
整
え
た
公
共
施
設
８
個
所
を
、「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、子
育
て
を
地
域
社
会
全
体
で
支
援

し
て
い
く
た
め
、公
共
施
設
だ
け
で
な
く
、民

間
の
施
設
で
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」に
協
力
で

き
る
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　

次
の
登
録
要
件
の
う
ち
、１
つ
以
上
の

協
力
が
で
き
る
施
設

▽
母
親
が
人
目
を
気
に
せ
ず
授
乳
で
き
る
場

所
の
提
供

▽
オ
ム
ツ
替
え
や
手
洗
い
が
で
き
る
場
所
の

提
供

▽
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
の
提
供

※　

登
録
し
た
施
設
に
は
、ス
テ
ッ
カ
ー
を

掲
示
し
、市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
子

育
て
支
援
の
施
設
や
店
舗
と
し
て
紹
介
し

ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
を
提
出
す
る

※　

申
込
用
紙
は
、こ
ど
も
未
来
課（
市
役
所

２
階
）と
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
に
置
い
て
い

ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

申
込
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

「赤ちゃんの駅」
協力施設を募集しています

子育て支援課 子育て支援担当　 （584）1010 （584）7739

▲赤ちゃんの駅
　ロゴマーク
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〜まちの話題や人の紹介〜

　11月4日、春日野小学校5・6年生と春日野中学校2年生による春日野中
学校区内の合同清掃活動が行われました。
　各学校での地域の清掃活動はこれまでも行われてきましたが、合同で
の清掃活動は今回が初めて。子どもたちに清掃活動を通して地域への親
しみを深めてもらうことに加え、小・中学校の垣根を越えた交流をはぐくんでもらおうというものです。
　活動が始まると、校区内のさまざまな場所で、中学生が先輩として小学生に指示を与えるなど会話をはずませな
がら清掃している様子が見られました。

春日野小学校・春日野中学校

合同清掃活動を初実施

　11月10日、春日東小学校4年生の児童が「味覚」について学習しまし
た。後期のわかば学習（総合的な学習の時間）で、乾物について調べてい
る4年生。今回の味覚教室は、その活動の一つとして行われたものです。
　ゲストティーチャーを迎えて、まず「5つの基本味」を確認。さらに、そ
の中の「うま味」について詳しく学習していきます。だしの入っていない

みそ汁とだしが入ったみそ汁を飲み比べて、だしの大切さを体感したり、昆布・かつお節・煮干し・干ししいたけを手
に取り、においをかいでみたりしました。「干さないとだしは出ないのですか」「干すとどんないいことがあります
か」などたくさんの質問が飛び出し、児童の乾物や「うま味」に対する理解も深まったようです。
　最後に、ゲストティーチャーの「皆さんが食べているものにはたくさんのだしが入っています。今日の給食もよ
くかんでしっかり味わってください」という言葉に、児童は元気よく「はい」と答えていました。かつお節削りも体
験でき、食についての関心が高まったことでしょう。　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　吉

よしだ
田　文

あやこ
子）

春日東小学校４年生

味覚教室

　11月13日、市役所大会議室で、春日市国際交流協会と市教育委員会
の共催による英語暗唱大会が行われました。
　この大会は、英語に対する関心を深めてもらおうと、市内に居住す
る中学生を対象に行っており、今年で5年目を迎えました。
　今年は37人が参加。審査員であるALT（外国語指導助手）の先生や保護者など多くの人が見守る中、この日のた
めに何度も練習した課題文を、身ぶり手ぶりを交えて流ちょうに披露しました。
各学年の上位入賞者（敬称略）
1年生　▷金賞：サックス　花

はな
（春日南中）▷銀賞：エリングソン　のあメルセデス（福岡女学院中）▷銅賞：佐

さとう
藤　信

のぶお
雄

（春日東中）
2年生　▷金賞：爲

ためもと
本　智

ともえ
惠（春日東中）▷銀賞：岡

おかだ
田　穂

ほ の か
乃加（春日北中）▷銅賞：栫

かこい
　奈

な お
緒（春日北中）

3年生　▷金賞：日
ひ の
野　クリスティーナ礼

れいこ
子（春日中）▷銀賞：河

こうの
野　美

み ゆ き
由貴（春日中）▷銅賞：金

かねもと
本　佳

かれん
恋（雙葉中）

日ごろの練習の成果を披露

第5回春日市中学生英語暗唱大会
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平
成
23
年
福
岡
県
警
察

年
頭
視
閲
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
23
年
１
月
５
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

※　

入
退
場
は
自
由
で
す
。

場
所　

北
九
州
メ
デ
ィ
ア
ド
ー
ム（
北

九
州
市
小
倉
北
区
三み

は
ぎ
の

萩
野
３
ー

１
ー
１
）

内
容

▽
年
頭
視
閲（
警
察
部
隊
分
列
行
進
、車

両
行
進
な
ど
）

▽
機
動
部
隊
出
動
式（
白
バ
イ
、パ
ト

カ
ー
の
出
動
式
）

▽
逮
捕
術
訓
練（
基
本
訓
練
、実
戦
的

訓
練
）

▽
ふ
れ
あ
い
広
場（
白
バ
イ
、パ
ト
カ
ー

の
体
験
乗
車
な
ど
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
県
警
察
本
部
教

養
課

（
６
４
１
）４
１
４
１（

兼
用
）

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

春
日
市
温
水
プ
ー
ル

冬
で
も
利
用
で
き
ま
す

　

温
水
プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）は
室

温
・
水
温
と
も
に
常
に
30
度
以
上
を

保
っ
て
い
ま
す
。寒
い
時
期
の
プ
ー
ル

は
、水
温
と
体
温
と
の
温
度
差
で
体
温

調
節
機
能
が
鍛
錬
さ
れ
、丈
夫
な
身
体

を
つ
く
り
ま
す
。ま
た
、運
動
不
足
の
解

消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

年
間
レ
ッ
ス
ン
や
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、温
水
プ
ー
ル
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　

ザ
オ
バ
九
州（
温
水

プ
ー
ル
指
定
管
理
者
）

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５

「
筑
紫
地
域
在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

が
ん
や
難
病
な
ど
で
緩
和
ケ
ア
を
受

け
な
が
ら
在
宅
療
養
を
希
望
す
る
患
者

や
家
族
、支
援
す
る
関
係
機
関
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原

３
ー
５
ー
25
筑
紫
保
健
福
祉
環

境
事
務
内
）

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
１
３
）５
５
８
３

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
や
メ
タ

ボ
解
消
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄
養
相

談
に
管
理
栄
養
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

日
時　

平
成
23
年
１
月
11
日
㈫
・
25
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

都
合
の
合
わ
な
い
人
は
、問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
る
教
室

参
加
者
募
集

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

得
て
、楽
し
み
な
が
ら
予
防
す
る
方
法

を
学
ぶ
た
め
の
教
室
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
人

日
時　

平
成
23
年
１
月
12
日
㈬
・
19
日

㈬
・
26
日
㈬
、２
月
２
日
㈬
・
９

日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
運
動
・

栄
養
・
口こ

う
く
う腔

・
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
関
す
る
講
義
と
実
技

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
15
日
㈬
〜
28
日
㈫

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て

日
時　

平
成
23
年
１
月
11
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー

25
）

※　

駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容

▽
講
演　
「
不
眠
と『
う
つ
』と
ア
ル

コ
ー
ル
」

講
師　

園そ
の
も
と本　

建け
ん

さ
ん（
雁
の
巣
病

院
診
療
部
長
）

▽
講
話　
「
当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」（
大
野
城
断
酒
友
の
会
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

開
催
日
の
午
前
中
ま
で

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課

（
５
１
３
）５
５
８
５

（
５
１
３
）５
５
９
８

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。血
液
は
長
期

間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。血
液
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、献
血
基
準
な
ど
、詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
28
日
㈫

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
役
所

福
祉
計
画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０
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情報ひろば

定
員　

25
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

12
月
28
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、市
福
祉
計
画
課
に
あ
る
申

込
用
紙
を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
６
２
３
）５
６
５
６

（
６
２
３
）５
６
７
７

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

司
法
書
士
法
律
相
談
会

　

遺
言
・
相
続
、不
動
産
・
会
社
な
ど
の

登
記
、借
金
な
ど
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、高

齢
者
な
ど
の
財
産
管
理
な
ど
の
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
22
日
㈬
、平
成
23
年
１
月

26
日
㈬
、２
月
２
日
㈬
・
23
日
㈬

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

同
協
議
会（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

申
込
方
法　

１
月
５
日
㈬
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

○
社
会
保
険
労
務
士
講
習

日
時　

平
成
23
年
２
月
８
日
㈫
〜
６

月
23
日
㈭
の
火
・
木
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

受
講
料　

９
万
３
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

※　

法
令
集
・
過
去
問
集
・
労
働
法
全

書
の
代
金
は
含
み
ま
せ
ん
。

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
６
日
㈭
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

（
６
７
１
）６
８
３
１

（
６
７
２
）２
１
３
３

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
た
め
に
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

60
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人

※　

就
業
中
の
人
や
、過
去
１
年
間
に

同
連
合
会
主
催
の
講
習
を
受
講
し
た

人
を
除
き
ま
す
。

講
習
内
容　

樹
木
・
緑
地
管
理
講
習

日
時　

平
成
23
年
１
月
12
日
㈬
〜
27
日

㈭（
土
・
日
・
月
曜
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

県
立
四
王
寺
県
民
の
森（
糟

屋
郡
宇
美
町
大
字
四し

お

う

じ

王
寺

２
０
７
）

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
平
成
23
年
３
月
・
４
月

の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時　

平
成
23
年
１
月
15
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容

▽
助
産
師
に
よ
る
話｢

お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン｣

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　

１
組
４
０
０
円

定
員　

20
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
物　

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

12
月
28
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
と
も
）、年
齢
、電
話
番
号
、

出
産
予
定
日
を
書
い
て
送
る

※　

返
信
用
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
は
住

所
、氏
名
を
書
き
、裏
面
は
白
紙
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課「
パ

パ
マ
マ
教
室
申
込
受
付
」係

（
〒
816
ー
０
８
５
１
昇
町
１
ー

１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

受
講
生
募
集

○
パ
ソ
コ
ン「
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル

２
０
１
０
」講
習

日
時　

平
成
23
年
２
月
１
日
㈫
〜
17

日
㈭（
平
日
の
み
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

同
協
会（
福
岡
市
東
区
千ち

は
や早

５
ー
３
ー
１
）

受
講
料　

３
万
８
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
５
日
㈬
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ

フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
対

策
」講
習

　

各
ソ
フ
ト
の
基
礎
知
識
が
あ
る
人

を
対
象
と
し
た
、マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

公
認
資
格
取
得
を
目
指
す
受
験
対
策

の
講
習
で
す
。

▽
ア
ク
セ
ス
２
０
０
７
試
験

日
時　

平
成
23
年
２
月
１
日
㈫
〜

17
日
㈭（
平
日
の
み
）

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

受
講
料　

３
万
円（
教
材
費
含
む
）

▽
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
２
０
０
７
試
験

日
時　

平
成
23
年
２
月
２
日
㈬
〜

14
日
㈪（
平
日
の
み
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分

受
講
料　

２
万
４
０
０
０
円（
教

材
費
含
む
）

▽
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
試
験

日
時　

平
成
23
年
２
月
２
日
㈬
〜

15
日
㈫（
平
日
の
み
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

受
講
料　

２
万
７
０
０
０
円（
教

材
費
含
む
）

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前

２
ー
９
ー
28
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
６
日
㈭
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

○
販
売
士（
３
級
）集
中
講
習

日
時　

平
成
23
年
２
月
５
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
５
階

会
議
室

受
講
料　

６
０
０
０
円（
資
料
代
含
む
）

※　

受
験
手
続
き
は
各
自
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）
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㈱
武
富
士
破
た
ん
に
伴
う

無
料
常
設
電
話
相
談

　

会
社
更
生
の
法
的
手
続
き
中
の
大
手

消
費
者
金
融
武
富
士
と
の
取
り
引
き
を

行
っ
て
い
る
人
や
、過
去
に
取
り
引
き

を
行
っ
て
い
た
人
の
相
談
に
、電
話
で

応
じ
ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

午
後
６
時
〜
８
時

相
談
電
話　

（
７
２
４
）９
５
０
５

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会

（
２
８
３
）３
０
８
０

（
２
８
３
）３
０
９
０

身
近
な
自
然
を
感
じ
よ
う

冬
の
野
鳥
観
察
会

　

市
内
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
野
鳥
を

観
察
し
ま
せ
ん
か
。

　

野
鳥
観
察
の
専
門
家
と
一
緒
に
魅
力

あ
ふ
れ
る
野
鳥
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
人（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
時　

平
成
23
年
１
月
８
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

白
水
大
池
公
園（
大
字
下
白
水

２
０
９
）

○
西
堀
パ
ン
広
場

　

手
軽
に
楽
し
く
パ
ン
と
ス
イ
ー

ツ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

平
成
23
年
１
月
17
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

内
容　

フ
ー
ガ
ス（
ケ
ー
キ
の
よ

う
に
フ
ル
ー
ツ
を
の
せ
た

パ
ン
）、豆
腐
バ
ン
ズ
、さ
つ

ま
芋
ケ
ー
キ

参
加
費　

１
５
０
０
円

定
員　

12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

き
ん
、筆
記
用
具
、上
履
き

申
込
期
限　

１
月
13
日
㈭

託
児　

５
カ
月
〜
未
就
学
児（
１
人

当
た
り
１
０
０
０
円
・
１
月

10
日
㈪
ま
で
に
要
申
込
）

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w
2
.csf.ne.jp/~m

a
chicen/

定
員　

30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
24
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、希
望
者
全
員

の
氏
名
、年
齢（
学
年
）、性
別
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、後
日

詳
し
い
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jp春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場

　

〜
も
の
作
り
体
験
王
国
〜

日
時　

平
成
23
年
１
月
22
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

七
輪
火
お
こ
し
、お
も
ち
な

ど
を
焼
い
て
食
べ
よ
う

参
加
費　

１
０
０
円

定
員　

15
人（
先
着
順
）

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

対
象　

離
転
職
者
な
ど
で
転
職
・
再
就

職
を
希
望
す
る
人

訓
練
科　

パ
ソ
コ
ン
中
級
科（
３
カ
月

課
程
）

受
講
期
間　

平
成
23
年
２
月
４
日
㈮
〜

４
月
26
日
㈫（
平
日
）

受
講
料　

無
料

※　

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

定
員　

25
人

応
募
期
限　

12
月
21
日
㈫

選
考
日　

1
月
７
日
㈮

選
考
方
法　

筆
記
試
験
、面
接

応
募
方
法　

公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）に
あ
る
入
校
願

書
を
提
出
す
る

問
い
合
わ
せ
先　

同
校

０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
５

０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
３

フ
ラ
サ
ロ
ン
・
プ
メ
ハ
ナ
塚
原
台

フ
ラ
ダ
ン
ス
生
徒
募
集

　

体
力
づ
く
り
、ス
ト
レ
ス
解
消
に
、心

地
よ
い
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に

の
っ
て
楽
し
く
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
金
曜
日（
第
４
週
目
を
除

く
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※　

夜
の
部
、ケ
イ
キ（
３
歳
〜
小
学

生
）の
部
に
つ
い
て
は
日
時
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

場
所　

塚
原
台
公
民
館（
塚
原
台
１
ー

76
ー
２
）

会
費　

月
額
２
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

萩は
ぎ
わ
ら原

（
５
９
５
）０
７
５
３（

兼
用
）

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

同
セ
ン
タ
ー
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真

の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。作
品
の

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

撮
影
期
間　

平
成
23
年
６
月
30
日
㈭
ま

で（
１
年
以
内
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
）

※　

月
曜
日
は
休
館
し
て
い
ま
す
。

応
募
作
品
数　

１
人
２
作
品
以
内

応
募
期
限　

７
月
31
日
㈰

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８
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情報ひろば

　今回は、日本の気温変化について紹介します。
　気温変化の状況は、年平均気温から見ることができます。
　気象庁によると、日本の平均気温はこの100年で約1.1℃
上昇しており、特に1990年前後から高温になる年が相次い
でいます。

　また、今年6月から8月までの日本の平均気温は、統計を
開始した1898年以降の113年間で最も高い気温（平年差
+1.64℃）を記録しており、この背景にも地球温暖化が影響し
ていると見られます。　　　　
　地球温暖化を食い止めることができるのは私たち人間です。

一人一人ができることから始めましょう。

問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147

※　平年差とは、平均気温から平年値（1971年から2000
年の30年平均値）を差し引いた値のこと

　　　　　　　　　　　　（出典：気象庁ホームページ）

看
護
職
員
な
ど

業
務
従
事
者
届
に
つ
い
て

　

保
健
師
、助
産
師
、看
護
師
、准
看
護

師
、歯
科
衛
生
士
お
よ
び
歯
科
技
工
士

で
、こ
れ
ら
の
免
許
に
係
る
業
務
に
従

事
し
て
い
る
人
は
、２
年
ご
と
に
住
所
、

氏
名
な
ど
を
届
け
出
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、所
定
の
用
紙
を
勤

務
地
の
県
保
健
福
祉（
環
境
）事
務
所
ま

た
は
福
岡
市
、北
九
州
市
、大
牟
田
市
、

久
留
米
市
の
各
保
健
所
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　

届
け
出
用
紙
は
、県
保
健
福
祉（
環

境
）事
務
所
ま
た
は
各
保
健
所
に
置
い

て
い
ま
す
。ま
た
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

提
出
期
限　

平
成
23
年
１
月
17
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
医
療
指
導
課

（
６
４
３
）３
２
７
６

（
６
４
３
）３
２
７
７

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

採
用
枠
拡
大
の
ご
検
討
を

　

新
規
学
校
卒
業
者
の
就
職
環
境
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定

の
就
職
希
望
者
７
１
８
８
人
の
う
ち
、

県
内
で
の
就
職
希
望
者
は
６
０
０
１
人

で
、83
・
５
％
の
生
徒
が
地
元
で
の
就
職

を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、新
規
高
等
学
校
卒
業
予

定
者
を
対
象
と
す
る
県
内
求
人
数
に

つ
い
て
は
、平
成
22
年
７
月
末
現
在
、

３
６
６
４
人
で
、前
年
同
月
比
11
・
４
％

減
、前
々
年
同
月
比
50
・
６
％
減
と
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
た
に
社
会
に
出
よ
う
と

す
る
学
生
・
生
徒
が
、希
望
を
持
っ
て
職

業
生
活
に
踏
み
出
せ
る
よ
う
、新
規
学

校
卒
業
者
の
採
用
に
つ
い
て
、今
一
度

ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南（
福
岡
南
公
共
職
業
安
定
所
）

（
５
１
３
）８
６
０
９

（
５
７
４
）６
５
５
４

改
定
さ
れ
ま
し
た

福
岡
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
法

　

県
内
の
産
業
別
最
低
賃
金
の
額
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、次
に
挙
げ
る
産
業
に
該
当
し

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、平
成
22
年
10

月
22
日
に
改
定
さ
れ
た
福
岡
県
の
最
低

賃
金（
１
時
間
当
た
り
６
９
２
円
）が
適

用
さ
れ
ま
す
。

効
力
発
生
日　

平
成
22
年
12
月
10
日

改
定
内
容

▽
福
岡
県
製
鉄
業
、製
鋼
・
製
鋼
圧
延

業
、鋼
材
製
造
業

　

１
時
間
当
た
り
８
２
４
円

▽
福
岡
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、電
気
機
械
器
具
、情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業

　

１
時
間
当
た
り
７
８
２
円

▽
福
岡
県
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間
当
た
り
８
０
５
円

▽
福
岡
県
百
貨
店
、総
合
ス
ー
パ
ー

　

１
時
間
当
た
り
７
５
５
円

▽
福
岡
県
自
動
車（
新
車
）小
売
業

　

１
時
間
当
た
り
７
９
７
円

▽
福
岡
県
各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間
当
た
り
７
１
０
円

※　

各
種
商
品
小
売
業
賃
金
は
平
成
15

年
〜
22
年
の
間
、改
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課

（
４
１
１
）４
５
７
８

（
４
１
１
）２
６
３
３

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

経
済
産
業
省
で
は
、製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
た
工
業
統
計
調
査

を
、平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施

し
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、来
年

１
月
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
、従
業
員

数
な
ど
を
確
認
の
上
、調
査
票
を
配
布

し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
に
つ
い
て

は
、統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３
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日本の平年差（1898-2009）
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周
囲
の
人
か
ら
な
る
べ
く
離
れ
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
口
や
鼻
を
覆
い
ま

し
ょ
う
。

な
る
べ
く
人
ご
み
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

時
期
は
人
ご
み
を
避
け
、外
出
す

る
場
合
は
マ
ス
ク
の
使
用
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

加
湿
器
な
ど
で
湿
度
を
保
ち
、定
期

的
に
部
屋
の
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

湿
度
が
低
い
と
ウ
イ
ル
ス
が
増

殖
し
、の
ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能

が
低
下
し
て
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
罹り

か
ん患
し
や
す
く
な
り
ま
す
。特

に
、乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
、加

湿
器
や
濡
れ
た
タ
オ
ル
な
ど
を
干

す
な
ど
し
て
湿
度
を
50
〜
60
％
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。ま
た
、部
屋
は
こ

ま
め
に
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
早

め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
約
半
年
間

で
す
。昨
年
、接
種
し
た
人
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
人
も
免
疫

が
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、改
め
て
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
免
疫
が

で
き
る
ま
で
に
は
２
週
間
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。そ
の
た
め
、年
内
中
の

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い

て
は
、生
活
保
護
世
帯
、市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
接
種
料
金
の
補

助
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
健
康

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
方
法

感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
、こ
ま

め
な
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

▽
手
洗
い

手
洗
い
は
30
秒
く
ら
い
を

目
安
に
指
先
、指
の
間
、つ
め
の

間
、手
首
も
し
っ
か
り
と
洗
い

ま
し
ょ
う
。タ
オ
ル
は
で
き
る
だ

け
個
人
ご
と
に
分
け
て
清
潔
な

タ
オ
ル
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
う
が
い

水
を
口
に
含
み
、口
の
中
を

２
〜
３
回
し
っ
か
り
洗
い
流
し

ま
し
ょ
う
。次
に
水
を
口
に
含

み
上
を
向
い
て
、の
ど
の
奥
の

方
で
10
回
程
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

咳
や
く
し
ゃ
み
が
で
る
と
き
は

　

昨
年
は
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
い
、国
内
で

は
約
２
０
０
０
万
人
以
上
の
人
が
感
染
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
し
て
今
年
は
、新
型
と
季
節
性
の
両
方
が
流
行
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
正
し
い
知
識
を
得
て
、一
人
一
人
が
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

たんぽぽメール
　寒くなり公園などでの外遊びが難しくなりましたね。冷たい
風や雨の日などに、子どもの遊び場所を探していませんか。
　そんなときはすくすくプラザの「たんぽぽルーム」がお勧めです。
「たんぽぽルーム」は、就学前の子どもとその保護者の皆さん
が自由に遊べる部屋です。
　ままごとのコーナーや車のコーナーなど、さまざまなおもちゃ
や絵本などがあり、人とかかわりを持ちながら遊べるスペースに
なっています。
○絵本がたくさん！
最近、新しい本を購入しました。子ども向けには世界が広

がるような絵本、保護者向けには絵本選びの本や子どもと大
人の視点の違いを教えてくれる本など、厳選しました。どうぞ
見てみてください。

○楽しい行事も！
身体測定「大きくなったかな？」、親と子のふれあいタイム

「タッチケア」、うた遊びや絵本の読み聞かせ「親子でぎゅっ
♪」などの行事も行っています。詳しい日時は総合情報メール
や「たんぽぽルームだより」（市ホームページにも掲載）など
で確認してください。

　また、保育士や保健師がいま
すので、子どもの子育てのこと
で聞きたいことや相談したいこ
となどがあれば、気軽に相談し
てください。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
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永
ながとみ

冨 花
か お り

栞ちゃん（白水ヶ丘）
平成19年12月15日生

神
じん

野
の

 朱
あ か り

里ちゃん（春日公園）
平成21年12月24日生

馬
ま

原
はら

 悠
ゆう

歩
ほ

ちゃん（平田台）
平成19年12月20日生

荒
あらたけ

武 信
のぶはる

晴ちゃん（須玖南）
平成21年12月25日生

今
いまにし

西 雄
ゆう

大
た

ちゃん（白水ヶ丘）
平成21年12月30日生

12月後期

2
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
1
月
３
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口    11/15現在

◎総人口  109,560人

女 　56,176人

男　 53,384人

◎世帯数  44,419世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報を中心に、11分野
の行政情報の中から希望する情報

（複数選択可）を配信するサービスで
す。
　下の携帯用バーコードから登録す
るか、空メールを次のアドレスに送
り、返信メールに書き込まれた URL
をクリックし、画面の指示に従って
登録してください。
　登録は無料です。

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

春日西中学校
所在地　一の谷5ｰ49
（572）7355　 （572）8134

　本校は、平成18年度に文部科学省および春日市研
究指定を受けて、コミュニティ・スクールとしてスタートしまし
た。これまで保護者・地域の代表と学校の代表が参加する

「西中コミュニティ協議会」の設置を手始めに、試行錯誤
しながら①学校・家庭・地域のそれぞれの役割を明確化、
②家庭・地域・学校の連携強化、③学校支援のシステムづ
くりなどを行ってきました。
　平成20年度には、学校を支援する実働組織である「西
中サポート地域本部」を立ち上げました。西中サポート地域

本部は、「学習支援」「安全支援」「環境支援」の３つのコ
ミュニティとそれらをコーディネートする事務局から成ります。
①学習支援コミュニティ（学力と体力の向上を支援）

▷星雲タイム（大人参加型授業）▷土曜星雲塾（地域ボ
ランティアによる土曜学習会）▷星雲スポーツ塾（福岡
大学と連携した部活動セミナー）

②安全支援コミュニティ（問題行動の防止や安全確保を支援）
▷安全支援コミュニティ会議（問題行動・防犯に関する
地域・関係機関などとの連絡会）▷金曜パトロール（毎週
行う保護者有志による夜間巡回）

③環境支援コミュニティ（学校や地域の環境維持や整備を支援）
▷西中ホームページの作成▷地域清掃ボランティア（全
校生徒による自治会と連携した清掃活動）▷コミュニティ・
ペーパー「ネビュラ」発行（学校・地域・家庭を結ぶ広報誌）

　今年度６月には、体育館において「地域後援会設立総
会」を開催しました。これは、地域の自治会長や同窓会会
長などが発起人となってつくられた、校区内に住んでいる
地域の方から学校を支援するための組織です。
　このような支援に感謝し、今後も日本一の学校を目指し
ます。▲土曜星雲塾

▲地域清掃ボランティア活動



　12月の初めの休日、毎年恒例となってい
るクリスマスツリーの飾り付けを済ませる
と、今年もいよいよ終わりかと実感する。4月
に異動で広報担当に配属となった私にとっ
ては、新しい職場の業務に慣れるのに慌た
だしい一年だった。
　この1年を振り返れば、夏の異常気象か
ら政治、経済に関するニュース、また、上海
万博やチリの落盤事故での奇跡の救出な
ど海外のさまざまな出来事や事件も目まぐ
るしく、昼の休憩時間の話題に欠くことはな
かった。
　どちらかといえば、日本だけでなく世界的
な経済不況などの影響からか、いいニュー
スより悪いニュースの方が多かったように
思える。
　今年、「無縁社会」という言葉も何回となく
報道されていた。家族や身近な人だけでな
く、思いやりをもって行動していきたい。　や

青磁碗

　これはウトグチＣ遺跡（白水ヶ丘3丁目）の墓跡から出土した青磁碗です。

　青磁碗の内側には、ヘラで描かれた草花の文様が入り、淡い灰緑色の

釉
ゆうやく

薬がかけられています。この碗は、平安時代後半に、中国・浙
せっこうしょう

江省にあった

龍
りゅうせんよう

泉窯で焼かれた輸入品です。

　当時、中国製陶磁器は高級品

で、白水丘陵に墓地を営んだ人々

の身分と財力とを物語る貴重な

資料です。

　

　　　 （奴国の丘歴史資料館）
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